
宋
代
浮
土
教

の

一
断
面

-永
明

延
壽

に

つ
い

て
-

柴

田

泰

宋
代
澤
土
教
は

一
般
、に
他
宗
と
の
混
合

・
融
合
の
形
に
於
い
て
展
開

し
た
と
云
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
等
は
大
別
し
て
、
(一
)知
禮

・
蓮
式

・

智
圓

・
宗
曉
等

の
天
台
系
漂
土
敏
家
、
(二
)元
照

・
戒
度
等
の
律
系
浄
土

敏
家
、

日
延
壽

・
義
懐

・
宗
蹟

・
清
了
等
の
輝
系
浄
土
敢
家
の
三
系
統

に
分
け
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
中
の
特
に
繹
系
浄
土
教
家
の
系
統
に

つ
い
て
、

そ
の
代
表
的
輝
師
永
明
延
壽

(
九
〇
四
-
九
七
五
)
の
著
作
と

史
傳
と
を
通
し
て
、
浄
土
教
思
想
が
ど
の
様
な
形
に
於
い
て
暉
の
思
想

と
融
合

さ
れ
る
に
い
た
つ
た
か
と
云
う
問
題
を
考
察
し
よ
う
と
思
う
。(1
)

繹
家

に
よ
つ
て
浄
土
敢
思
想
が
取
入
れ
ら
れ
た
祖
め
は
諸
家
念
佛
集

に
南
陽
慧
忠
が
「
宗
説
皆
通
解
行
兼
脩
師
明
垂
三
言
教
一深
勤
二往
生
一爲
二

之
宗
門
念
佛
首
侶
一也
」
と
あ
り
、
更
に
百
丈
懐
海
が

「其
立
レ
法
所
二濤

(
2
)

病
僧
一化
迭
二
込
僧
二皆
唱
二彌
陀
一悉
蹄
二浄
土
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
、

恐
ら
く
彼
等
が
繹
浮
融
合
を
説
い
た
最
初
の
人
達
と
目
さ
れ
る
が
、
そ

の
具
髄
的
な
内
容
は
審
び
ら
か
で
は
無
く
、
資
料
の
信
愚
性
も
薄
い
。

そ
の
後
、

念
佛
輝
の
提
唱
者
が
存
在
し
て
い
た
事
は
考
え
ら
れ
て
い
る

が
、
著
作
史
傳
を
通
し
て
明
確
に
跡
づ
け
ら
れ
る
最
初
の
人
は
、
永
明

延
壽
で
あ
ろ
う
。

智
畳
輝
師
永
明
延
壽
に
つ
い
て
の
史
傳
は
、
智
畳
輝
師
自
行
録

・
宋

高
僧
傳
・龍
蕾
浄
土
文
・樂
邦
文
類

・
佛
祀
統
紀

・佛
租
通
載
・盧
山
蓮
宗

寳
鑑

・
浄
土
聖
賢
録
等
に
傳
え
ら
れ
、
著
書
と
し
て
は
宗
鏡
録
百
巻

・

萬
善
同
婦
集
三
巻

・
騨
棲
安
養
賦

一
巻

・
唯
心
訣

一
巻

・
そ
の
他

つ
ぶ

(3
)

さ
に
は
智
罷
輝
常
自
行
録
に
六
十

一
部
が
記

さ

れ
て
い
る
。

こ
の
中

で
、
宗
鏡
録
は

「
集
二大
乗
経
論
六
十
部
爾
土
聖
賢
三
百
家
之
言
一誰
二

(
4
)

成
唯
心
之
旨
」
と
云
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
萬
善
同
鯖
集
は
、
輝
と
浄

土
と
の
融
合
を
圖
り
、

い
わ
ゆ
る
琿
浮
融
合
或

い
は
敢
繹

一
致
の
思
想

を
獲
展
せ
し
め
、
後
の
浄
土
教
家
に
屡

々
依
用

さ
れ
る
に
い
た
つ
た
も

の
で
、
い
ず
れ
も
著
名
で
あ
る
が
、
此
虜
で
は
、
特
に
萬
善
同
編
集
を

中
心
と
し
て
彼
の
根
本
思
想
、
及
び
そ
の
浄
土
教
思
想
と
の
關
連
性
、

更
に
諸
史
傳
に
記
さ
れ
る
事
蹟
を
参
看
し
て
、
輝
家
に
於
け
る
浄
土
敏

の
内
容
と
位
置
づ
け
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た

い
。

宋
代
浄

土
敏

の

一
断
面
 
(
柴

田
)

 

二
三
三
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(
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二
三
四

永
明
延
壽
の
根
本
思
想
は
、
從
來
、
諸
先
師
も
指
摘
し
て
い
る
様
に

「今
略
言
レ
之
。
総
名
二萬
善
同
露

一別
開
二十
義

一
名
二理
事
無
閾
一二

名
二権
實
讐
行
一三
名
三
一諦
並
陳
一四
名
二
性
相
融
印
一五
名
二膿
用
自
在
一

六
名
二室
有
相
成
一七
名
二
正
助
兼
脩
一八
名
二同
異

一
際

一九
名
二
修
性
不

(
5
)

二
一十
名
二因
果
無
差
一」
〔
一
一
二
〕
に
蓋
き
る
。
即
ち

"理
事
無
関
"
と

は
序
並

に
第

一
一
三
項
の
言
葉
を
以
つ
て
す

れ
ば

「幽
旨
難
レ明
」
で

あ
る
け
れ
ど
も

「非

一
非
異
」
と
言
わ
れ
る
も
の
で
あ
り

「性
質
之
理

相
虚
之
事
」
は
差
別
無
く

「事
因
レ
理
立
不
二穏
レ
理

而
成
ワ
事
。
理
因
レ

事
彰
不
二
壊
レ
事
而
顯
7理
」
「若
離
レ
事
而
推
レ理
堕
二聲
聞
之
愚
幻
若
離
レ

理
而
行
レ
事
同
二凡
夫
之
執
一」
で
あ
り
、
理
と
事
と
は

"
水
波
の
關
係
"

の
如
き
も
の
な
の
で
あ
る
。
從

つ
て
萬
善
同
蹄

の
由
來
も
初
頭
に

「夫

衆
善
所
レ
蹄
皆
宗
二
實
相
↓
如
二
室
包
納
}似
二
地
議
生
幻
是
似
但
契
二
一

如
一自
含
二衆
徳
一…
…
萬
行
常
興
不
レ壊
二縁
生
一
法
界
恒
現
…
…
鷹
三須

廣
行
二諸
度

こ

と
述
べ
る
如
く
、
萬
行
が
す

べ
て
萬
法
で
あ
り
、
い
た

ず
ら
に
理

に
執
し
、
事
に
迷
い
、
室
坐
せ
る
こ
と
な
ぐ
、
萬
善
を
修
す

べ
き
こ
と
を
意
圖
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、

理
に
執
し
事
に
迷
う

聲
聞

・
凡
夫
に
封
し
、
菩
薩
は

「
以
二
無
所
得
一而
爲
二
方
便
↓
渉
レ有
而

不
レ
乖
レ
室
。
依
二實
際
一而
起
二
化
門

一
履
レ
眞
而
不
レ
関
レ
俗
…
…

一
切
施

爲
無
レ非
二佛
事
一」
で
あ
り
、
「夫
萬
善
是
菩
薩
入
聖
之
資
糧
」
「萬
善

悉
向
二菩
提
一」
〔
一
〕
を
強
調
す
る
。
尚
、
序
に
於

い
て
理

を
推
す
を

聲
聞

・
事
を
行
ず
る
を
凡
夫

・
理
事
兼
修
を
菩
薩
と
自
か
ら
求
道
者
の

態
度
に
差
別
が
見
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は

一
切
の
萬
善
を
起
さ
し
む
る
因

は
何
で
あ
る
か
が
問
題
と
な
る
が
、
彼
は
そ
れ
を

二

心
具
ハニ
足
萬
行
こ

「我
若
欲
レ
見
二
安
樂
世
界
阿
彌
陀
佛
幻
随
レ意
印
見
。

乃
至
十

方
諸
佛

皆
由
二自
心
一…
…
如
レ
是

一
切
悉
由
二
自
心
一」
「
心
該
二萬
法
一…
…
菩
薩

萬
行
佛
果
髄
用
亦
不
レ離
レ
心
」
〔序
〕
と
諸
経
論

を
引
用
し

"
心
"
に
お
、

い
て
い
る
。

し
か
ら
ば
、
か
く
の
如
き
思
想
を
根
底
と
せ

る
延
壽
の
漂
土
教
観
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
つ
た
ろ
う
か
。
ま
ず
第

一
に
指
摘
さ
れ
る
こ
と

は
、
理
事
無
閾
或
い
は
理
事
双
修
の
思
想
か
ら
導
び
か
れ
る
浮
土
教
観

で
あ
る
。

一
髄
、
萬
善
同
蹄
集
が
著
わ
さ
れ
た

の
は

「
如
今
多
重
二
非

心
非
佛
非
理
非
事
涙
絶
之
言
一以
爲
二玄
妙
一
不
レ
知
但
是
遮
詮
治
病
之

文
。

執
二此
方
便
一認
爲
二標
的
幻
却
不
レ
信
二表

詮
直
指
之
教
一」
〔二
〕
の

愚
を
諫
め
る
た
め
で
あ
り
、
從

つ
て
問
の
形
は
殆
ん
ど
す
べ
て

"
何
故

に
萬
善
を
強
調
す
る
か
"
と
の
論
難
で
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
彼
の

眼
目
と
し
た
所
は

「
慈
懸
三
藏
云
 
聖
教
所
説

正
暉
定
者
。
制
二
心

一

庭
一念
念
相
績
離
二
於
昏
悼
一卒
等
持
レ
心
。
若
睡
眠
覆
障
即
須
下
策
動
念

佛
諦
経
禮
拝
行
道
講
経
説
法
教
二化
衆
生

一萬
行
無
レ
慶
所
修
行
業
廻
向

往
中
生
西
方
浮
土
上
(等
を
引
用
し
て
)
…
…
是
以
或
因
二念
佛
一而

謹
二
三

昧

或
從
二坐
輝
一而
獲
二慧
門

或
專
諦
経
而
見
二法
身

或
但
行
道
而

入
二聖
境
」
〔
一
六
〕
で
あ
つ
た
か
ら
、
萬
善
に
含
ま

れ
る
念
佛
は
、
理

事

・
眞
俗

・
正
助
等
に
規
定
す
る
場
合
に
は
事
相

・
俗
諦

・
助
行
と
さ

、
れ
る
に
し
て
も
、
彼
の
根
本
圭
張
が
そ
れ
ら
の
無
関

・
並
陳

・
兼
修
に

あ
る
こ
と
よ
り
見
れ
ば
、
二
元
論
的
立
場
に
立
つ
念
佛
で
は
あ
り
得
な
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い
。
そ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る

"
目
レ
一足
"
〔
一〕
"
水
と
波
"
〔序
〕
と

の
關

係
に
あ

る
念
佛
で
あ
り
、
暉
と
浮
土
と
の
融
合
と
云
う
よ
り
は
、
理
と

事
と
の
融
合
印
ち
萬
善
す
べ
て
の
兼
修
が
眼
目
で
あ
り
、
浄
土
敢
的
立

」場
の
み
を
提
示
す
る
比
重
は
決
し
て
大
き

い
と
は
云
え
な

い
。
第
二

に
指
摘
さ
れ
る
こ
と
は

"唯
心
"
よ
り
導
か
れ
る
浄
土
敏
観
で
あ
る
。

こ
れ
に

つ
い
て
は

「
問
唯
心
浮
土
周
二
遍
十
方

何
得
下
託
二
質
蓮
毫
一

寄
中
形
安
養
上
…
…
」
〔二
八
〕
と
云
う
指
方
立
相
の
解
繹
が
注
目
せ
ら
れ

る
。
こ
の
項
は
樂
邦
文
類
四
を
始
め
諸
先
師
に
よ
つ
て
依
用
解
繹
さ
れ

て
い
る
が
、
彼
の
浄
土
観
は

"
唯
心
萬
法
"
の
立
場
か
ら
の
唯
心
浮
土

で
あ
り

「識
心
方
生
二唯
心
浄
土
一」
「
心
外
無
レ
法
」
で
あ
る
が

「
力
量

未
レ充
観
淺
心
浮
境
強
習
重
。
須
下
生
二佛
國

一以
佼
二勝
縁
一
忽
力
易
レ
成

速
行
中
菩
薩
道
上
」
と
諸
経
論
を
引
き
指
方
立
相
の
立
場
を
も
撮
め
取

つ

て
い
る
。
印
ち
、

二
諦
並
陳
の
立
場
よ
り
唯
心
浄
土
を
主
張
し
つ
つ
指

方
立
相
の
浮
土
観
を
否
定
し
て
い
な
い
。
從

つ
て
、
念
佛
往
生
に
つ
い

て
も
、
唯

心
念
佛

・無
生
往
生
を
根
底
と
し
な
が
ら
も
、
理
事
無
関
の
立

場
よ
り
高
聲
念
佛

・
行
道
念
佛
を
認
め
西
方
浄
土
往
生
を
勤
め
る
と
云

う
パ
ラ
ド
ッ
ク
シ
カ
ル
な
表
現
を
と
つ
て
い
る
。
第

コ
ニ
・
三

一
項
並

に
樂
邦
文
類
等
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
第
二
九
-

三
二
項
に
よ
る
と
、

"佛
號
を
唱
え
る
こ
と
は
聲
に

一
切
法
が
包
羅
さ
れ
て
い
る
"
と
し
て

諸
経
論
を
引
き
、
念
佛
構
佛
の
威
力
、
特
に
高
聲
念
佛
の
功
徳
を
述
べ

〔
二
二
〕
"
順
水
に
帆
を
張
る
の
響
え
"
で
坐
念
佛
よ
り
行
道
念
佛
を
強

調
し

〔二

こ

"臨
終
十
念
の
威
力
"
を
読
く

〔二
九
〕
。
念
佛
の
内
容
に

つ
い
て
は

"
念
佛
は
唯
心
念
佛
で
あ
り
、
唯
心
の
所
作
と
し
で
見
即
無

見
で
あ
り
、
所
念
に
随
つ
て
佛
に
非
ず
と
云
う
事
無
し
"
〔三
〇
〕
と
浮

土
に
封
す
る
場
合
と
同
様

の
圭
旨
を
説
き
、
往

生
を
勤
め
浄
土
の
利
盆

を
學
げ
る
。
更
に
繹
定
と
往
生
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
を
観
経
九
品
に
當

て
は
め
て
、
定
心

・
專
心
の
差
別

を
な
し

「
自
有
二
昇
降
幻
上
下
該
撮

不
レ
出
三
一心
一
。一
定
心
如
修
定
習
観
上
品
往
生
。

二
專
心
但
念
二名
號
一

衆
善
資
薫
廻
向
獲
願
得
レ成
二末
品
こ

〔三
三
〕
と
説
ぐ
。
こ
の
よ
う
に
、

彼
め
浮
土
教
観
は
、
根
本
的
に
は
唯
心
浄
土
へ
の
唯
心
念
佛
に
よ
る
無

生
往
生
と
示
さ
れ
,得
る
が
、
そ
れ
は
輩
に
理
性

の
み
に
滞

つ
て
い
る
の

で
は
な
く
、
事
相
を
離
れ
ず
、
實
践
的
に
は
西

方
浄
土
へ
の
行
道

・
高

聲
念
佛
に
よ
る
往
生
を
説
き
、
更
に
輝
定
を
上
品

・
念
佛
を
末
品
と
見

倣
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

 
以
上
に
よ
つ
て
延
壽
の
根
本
思
想
ど
そ
の
浄

土
教
観
は
ほ
ぼ
明
ら
か

に
さ
れ
た
と
思
う
が
、
繹
家
に
お
い
て
は
不
立
文
字

・
教
外
別
傳
が
標

示
さ
れ
、
行
住
坐
臥
に
そ
の
思
想
が
表

れ
ね
ば

な
ら
な

い
ゆ
え
、
諸

史
傳
に
照
ら
し
て
以
上
の
黙
を
検
討
し
て
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。
先
ず

彼
は
理
事
双
修
・萬
善
勤
働
の
根
本
的
圭
張
を
な
す
か
ら
、
當
然
そ
の
日

常
生
活
は
高
聲

・
行
道
念
佛
を
含
め
た
萬
善
を
行
ず
る
こ
と
に
よ
ら
ね

ば
な
ら
ぬ
一

こ
の
黙
に
つ
い
て
諸
史
傳
は
共
通

し
て

「於
レ
是
毎
日
諦

経
禮
念
佛
説
戒
施
食
放
生
。
日
行
利
盆
事

一
百
八
件
。
未
ご
嘗
暫
怠
一」

と
傳
え
て
い
る
。
こ
の
百
八
事
に
つ
い
て
は
、

智
畳
繹
師
自
行
録
に
詳

し
い
記
述
が
あ
る
が
、
諦
経
行
道

・
禮
佛
念
佛

・
受
持
陀
羅
尼
と
諸
宗

宋

代
浮
土
教

の

一
漸
面
 
(
柴

田
)
 

二
三
五
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(
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田
)
 

二
三
六

の
作
法
す

べ
て
に
渉
り
、
諦
経
で
は
法
華

・
華
嚴
・陀
羅
尼
・般
若
経
、

禮
佛
念
佛
で
は
十
方
佛

・
繹
迦
牟
尼
佛

・
阿
彌
陀
佛

・
諸
菩
薩
が
そ
の

封
象
と
な

つ
て
い
る
。
浄
土
教
關
係
で
は
念

(禮
)
阿
彌
陀
佛
が
七
事

に
記
さ
れ
る
が
、
諦
経
の
封
象
と
な
る
浄
土
経
典
が

一
つ
も
な
い
事
、

繹
定
關
係
の
作
法
の
少
な
い
事
は
注
意
し
て
よ
い
。
次
に
理
事
双
修
の

理
と
し
て
の
灘
・事
と
し
て
の
浄
土
を
考
え
る
場
合
、

浄
土
聖
賢
録
三
・

諸
家
念
佛
集
四
に
よ
る
と
"
四
料
簡
"
が
作
さ
れ
た
と
い
う
。
即
ち

「有

繹
無
浄
土
十
人
九
錯
路
境
若
現
前
瞥
爾
随
他
去
。
無
輝
有
澤
土
萬
修
萬

善
去
但
得
見
彌
陀
何
愁
不
開
悟
。
有
繹
有
浄
土
猶
如
帯
角
虎
現
世
爲
人

師
當
來
作
佛
租
。
無
輝
無
浄
土
鐵
殊
並
銅
柱
萬
劫
興
千

生
設
箇

人
依

枯
」
と
あ
り
、
有
繹
有
浮
土
を
最
上
と
し
て
い
る
が
、
有
輝
と
有
浄
土

を
比
較
し
た
場
合
に
は
無
繹
有
漂
土
を
強
調
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
史
傳
書
が
比
較
的
後
に
浮
土
敏
家
が
選
集
し
た
も
の
で
あ
り
、
繹

家
と
し
て
修
定
を
上
品

・
念
佛
を
末
品
と
し
て
い
る
鮎

か
ら
考

え
て

も
、
彼
の
眼
目
は
萬
善
勤
拗
で
あ
り
、
前
述
の
第

一
六
項
や

「
機
病
不
レ

同
法
藥
有
レ
異
…
…
或
有
二聞
レ
法
悟
者
殉
或
有
二
坐
輝
悟
者
幻
或
有
二
念
レ

(
6
)

経
得
7
度
。
或
有
二
受
戒
謹
ワ
眞
。
」
〔受
菩
薩
戒
法
〕
と
あ
る
貼
か
ら
す
る

と
、
明
確
に
理
と
し
て
の
輝

・
事
と
し
て
の
浮
土
と
云
う
匿
別
、
更
に

有
輝
無
浮
土
と
云
う
表
現
を
使
つ
た
と
す
る
の
は
、
彼
の
根
本
思
想
か

ら
見
て
矛
盾
し
て
い
る
如
く
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
行
道
念
佛
を
圭
張
せ

る
態
度
に

つ
い
て
は
、
す

べ
て
の
史
傳
に

「
日
暮
往
二別
峯

剛行
道
念

佛
。
劣
人
聞
二螺
貝
天
樂
之
聲
幻忠
欝
王
歎
日
自
レ古
求
二西
方
一者
未
レ有
二

如
此
之
專
切
一也
」
と
記
さ
れ
る
如
く

「九
旬
習
定
有
三鳥
巣
二
於
衣
械
こ

ほ
ど
の
強
い
意
志
で
實
践
生
活
を
行
な
つ
て
い
た
こ
と
が
到
明
す
る
。

そ
れ
で
は
、
何
が
原
因

で
行
道
念
佛
を
圭
張
し
、
實
践
し
た
か
が
問
題

と
な
る
が
、
諸
史
傳

の
多
く
が

"宿
願
未
だ
決
し
な
い
と
き
二
翻
を
作

す

一
日

一
心
繹
定
二
日
諦
経
萬
善
荘
嚴
浄
土
 
七
度
拮
じ
て
諦
経
萬
善

荘
嚴
浄
土
の
圏
を
得
る
"
と
記
し
、
蓮
宗
寳
鑑
四
に

"
智
度
論
を
見
て

念
佛
を
以
つ
て
衆
生
を
誘
化
す

べ
き
と
惟

う
"

と
あ

る
こ
と
よ
り
し

て
、
恐
ら
く
當
時
の
理
に
執
し
、事
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
繹
家
を
戒
め
た

た
め
だ
け
は
で
な
く
、
彼
自
身

の
問
題
と
し
て
繹
定
の
み
に
あ
る
程
度

の
限
界
を
認
め
た
こ
と
に
由
來
し
て
い
る
如
く

に
思
わ
れ
る
。

し
か
し

な
が
ら
、
こ
の
よ
う
に
實
践
面
に
お
い
て
萬
善
行
道
に
努
め
た
延
壽
に

と
つ
て
、
そ
の
所
依
の
浄
土
経
典
は
具
髄
的
に
何
で
あ
つ
た
か
と
い
う

と
、
實
は
明
ら
か
で
は
な

い
。
萬
善
同
蹄
集
に
は
観
経
・般
舟
三
昧
経
・

構
讃
浄
土
経
の
引
用
が
あ
る
け
れ
ど
他
経
典
に
比
し
て
少
な
い
し
、
 
一

百
八
事
の
行
道
を
な
し
た
こ
と
は
諸
史
傳
に
明
示
さ
れ
て
は
い
て
も
、

諦
経
の
封
象
と
し
て
法
華

・
華
嚴

・
陀
羅
尼
経

が
屡
々
學
げ
ら
れ
る
の

に
封
し
て
、
浄
土
経
典
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
何
も
な
い
こ
と
は
封
臆

的
な
特
徴
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

以
上
の
如
く
、
永
明
延
壽
は
、
當
代
の
傑
出
せ
る
繹
者
と
し
て
、
理

事
無
関
の
思
想
を
根
底
に
各
宗
各
教
を
萬
善
と
し
て
勤
働

・
實
践
し
、

浄
土
敢
思
想
に
つ
い
て
は
有
無
之
無

・
理
事
無
関
と
し
て
し
か
示
さ
れ

(7
)

な
い
境
地
に
於
い
て
、
念
而
無
念
の
念
佛

・
西
方
浄
土
に
し
て
唯
心
浮
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土
と
云
う
把
握
を
し
て
い
た
。
延
壽
以
前
の
輝
家
が
念
佛
繹
と
い
う
小

さ
な
枠
内

で
實
践
し
た
の
に
封
し
て
、
彼
は
浮
土
教
を

一
つ
の
立
場
と

し
て
認
め
た
鮎
に
お
い
て
、
ま
た
彼
以
後
、
彼
の
影
響
を
受
け
て
繹
浮

融
合
思
想
が
雲
棲
寺
殊
宏
等
に
よ
つ
て
大
き
な
展
開
を
な
し
た
鮎
に
お

い
て
、
延
壽
の
果
し
た
功
績
は
大
き
い
。
し
か
し
、
後
世
浄
土
敏
家
が

説
く
よ
う

に
、
延
壽
は
繹
と
浄
土
を
理
と
事
に
封
鷹
し
、
或
い
は
有
繹

無
浄
土
と
云
つ
た
差
別
を
考
え
て
い
た
と
見
る
よ
り
は
、
持
戒

・
諦
経

等
の
行
道
實
践
を
重
視
し
た
の
で
あ
り
、
念
佛
を
萬
善
の
中
の

一
つ
と

し
て
考
え
、
そ
れ
も
決
し
て
大
き
な
比
重
を
持
た
せ
て
い
た
わ
け
で
は

な
か
つ
た
。
故
に
彼
の
立
場
は
あ
く
ま
で
も
聖
道
門
的
と
い
う
べ
き
で

あ
り
、
純
粋
浄
土
敏
家
が
念
佛
を
易
行
門
と
し
て
專
修
し
た
の
と
は
異

質
的
性
格
を
帯
び
て
い
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。

1
 
浄
全

一
五
・
六
五
八
b
。

2
 
勅
修
百
丈
清
規
に
竜
記
さ
れ
て
い
る
。

3
 
績
藏
二
・
一
六
・
一

4
 
佛
組
統
紀
巻
二
六
 
大
正
四
九
・
二
六
四
c
。

5
 
萬
善
同
蹄
集

(
大
正
四
八
)
は
百
十
四
の
問
答
で
形
成
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
出
所
を
明
ら
か
に
す
る
爲
、
以
下
項
の
番
號
を
學
げ
る
。

6

績
藏
二
二

〇

・
一
・
一
一
a
。

7
 
此
の
思
想
は
少
し
後
の
揮
家
長
藍
宗
蹟
に
も
云
え
る
こ
と
で
あ
る
。

〔樂
邦
文
類
第
二

(大
正
四
七

・
一
七
七
b
)
、龍
箭
浄
土
文
第
十
一
(大

正
四
七
・
二
八
四
a
)〕

宋
代
浄
土
教

の

一
断
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(
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)

 

二
三
七
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